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研究成果の概要： 

 5 年間の研究成果は、(1)公刊した研究成果として、研究代表者・研究分担者の論著約 150 篇、

(2)規模の大きな公開の国際会議の開催が 4 回（2005 年 3 月東京・2005 年 10 月京都・2006 年

3 月西安・2009 年 3 月東京）、(3)研究成果報告会が約 50 回を数えた。これらの成果の中核部

分は、本研究組織の学術誌『都市と環境の歴史学』第 1 集～第 4 集（2006 年 3 月、2009 年 3

月、同年 4 月刊行予定）に収録されている。本研究によって、現在の人類が直面する都市と環

境の問題に立脚した歴史解釈の道が拓け、その結果、従来の歴史学の枠組みを超えて、人類史

という、今求められている大きな分析枠組みの設定と歴史解釈を行うことが可能になった。 
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2004 年度 24,600,000 7,380,000 31,980,000 
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2006 年度 13,700,000 4,110,000 17,810,000 

2007 年度 14,300,000 4,290,000 18,590,000 

2008 年度 14,100,000 4,230,000 18,330,000 

総 計 82,600,000 24,780,000  107,380,000 
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１．研究開始当初の背景 

 研究開始当初の研究状況をかえりみると、

現代に生きる私たちの関心に即した歴史学

が人々に強く求められていながらも、その要

求に実際の研究が追いついていない状況だ

ったといえる。 

 すなわち、現代の都市問題や環境問題に立

脚する新しい歴史学が求められながらも、そ

の要求を満たす研究は、まだ模索途上であっ

た。とくにアジア史研究の分野では、欧米史

研究や日本史研究に比べて、都市と環境を鍵

概念とする研究は相対的に進展しておらず、
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専門家をふくむ多くの人々によって、早急な

研究の進展が求められていた。 

 本研究は、このような研究状況をふまえて、

都市問題と環境問題に揺れる現代人の関心

に即した、現代にふさわしい新しい歴史学を

つくりあげるためにスタートした。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、歴史学の視角から、東ア

ジアの都市と生態環境の相関関係を分析す

ることで、現在の地球が直面する都市問題と

環境問題の歴史的背景を探ることであり、都

市と環境を鍵概念として、地球における人類

の歴史を明らかにすることである。 

 この研究目的のために、本研究は、空間的

には、東アジア（中国大陸・中央アジア東部・

東北アジア・朝鮮半島・日本列島）を分析の

対象とし、時間的には、紀元前 2000 年紀の

都市と国家の誕生期から、21 世紀の現在に至

る長い時間帯の中で、都市と環境の歴史を系

統的に分析する。 

 このことによって、従来、現代の状況分析

を主とする環境問題の研究で抜け落ちてい

た、東アジアの都市問題と環境問題の歴史的

経過を、人類の長い歴史の中で体系的に明ら

かにすることを目指している。 

 限られた研究期間の中で最大の成果を挙

げるために、本研究では、東アジアの都城や

大都市の立地した地域の生態環境の変遷に

論点を絞って分析した。 

 この作業によって、今日の近代国家の首都

や大都市がかかえる都市問題や環境問題の

来歴を明らかにすることができ、都市と環境

の歴史にもとづく人類史の叙述が可能とな

るだろう。 

 

３．研究の方法 

 本共同研究がとった方法は、 (1)文理融合

型の研究組織をつくることと、(2)各研究分担

者の責任を明確化し、相互の不断の交流を促

進することによって、学問融合にもとづく人

類史の包括的な仮説を提示することである。 

(1)文理融合型の研究組織 

 研究組織を構成する際に、海外研究協力者

をふくめて、各分野を代表する、文献史学・

環境学・自然地理学・人文地理学・考古学・

建築学等の多分野の研究者に集まっていた

だき、各自の専門分野と分析方法をふまえた

上で、都市と環境の歴史という共通のテーマ

を分析する方法をとった。 

 出身地域も、学問経歴も、研究方法も、そ

れぞれ異なる研究者たちが、たがいの専門領

域にもとづいて、都市と環境に重点をおく人

類史の構築という一つの共通のテーマを競

い合って分析する研究環境は、異なる専門間

の「共通言語」をつくりだす力を必然的に各

研究者に生じさせ、新しい歴史認識を生みだ

した。 

(2)責任の明確化と不断の交流 

 研究組織を効率的に運営し、責任を明確化

するために、各研究者の研究の分担を専門地

域によって分け（中国大陸・中央アジア・東

アジア沿海地帯・朝鮮半島・日本列島）、専

門地域ごとに競争し合いながら成果を公開

することを心がけた。同時に、自らの専門地

域を調査する際には、他地域の専門家と共同

で調査することを義務づけ、毎年の実地調査

を、研究者間の討議と交流の最重要の場とし

た。このことによって、研究課題についての

共通の認識をつくりあげることができた。 

 

４．研究成果 

 5 年間の研究の成果は、本研究によって、

現在の人類が直面する都市と環境の問題に

立脚した歴史の解釈の道が拓け、その結果、

従来の歴史学の枠組みを超えて、人類史とい

う、より大きな分析枠組みの設定と歴史解釈

が可能になった点である。 

 研究代表者をはじめ、研究分担者・海外共

同研究者が公刊した研究成果によって、主と

して以下の 2つの仮説が提示され、各研究者

によって多角的に検証された。 

 すなわち、(1)同じ環境と異なる環境の組

み合わせによって歴史が展開するという仮

説と、(2)歴史の主要舞台は環境の境域に立

地し、その環境の境域は、前近代の農業遊牧

複合地帯から近代の沿海地帯に移行すると

いう仮説の提示とその検証である。 

 この作業によって、現代の都市問題と環境

問題が、農牧複合地帯から沿海地帯へと歴史

が拡大していく過程で必然的に生じた点も

明らかになった。 



 

 

 共同研究が生み出した以上の 2つの仮説に

よって、人類史の系統的な理解が可能となる

点について、さらに説明を加えたい。 

(1)第 1 の仮説：歴史は、同じ環境と異なる

環境の組み合わせによって展開する。 

 すなわち、前近代におけるアフロ・ユーラ

シア大陸の各地域の歴史は、技術の未発達等

によって、各地域の生態環境と分かちがたく

結びついていた。大局的にいえば、前近代の

アフロ・ユーラシア大陸では、異なる環境と

生業をもつ緯度の異なる南北の地域を結ぶ

物流と、環境と生業を同じくする同緯度地域

を結ぶ東西の物流とが連動することで、歴史

の全体構造をつくっていた。 

 前近代のアフロ・ユーラシア大陸において

は、生業は環境によって決定され、異なる生

業間の物産の流通こそが物流の根幹をなし、

環境と生業を同じくする同緯度地域間の流

通が、それを補う役割を演じたのである。 

 このような物産の流通は、人間と環境の不

可分の関係を前提としている。この状況のも

とでは、人間活動は環境に即応することで初

めて可能となり、現在見られるような都市問

題や環境問題は、まだ顕在化していない。 

(2) 第 2 の仮説：歴史の主要舞台は環境の境

域に立地し、その環境の境域は、前近代の農

業・遊牧複合地帯から近代の沿海地帯に移行

する。 

 第 1の仮説にもとづくと、アフロ・ユーラ

シア大陸の政治・経済・軍事の中核地域は、

生態環境の境域の都市網に立地する。環境の

境域こそが、物流の要となるためである。 

 この第 1の仮説から導き出される第 2の仮

説は、アフロ・ユーラシア大陸の政治・経済・

軍事の中核地域が、前近代の農牧複合地帯

（農耕地域と遊牧地域が複合する地帯）に接

する都市網から、近代の沿海地帯に接する都

市網へと転換する点である。 

 この転換は、アフロ・ユーラシア大陸にお

ける交通幹線が、陸路から水路に転換し始め

る 9世紀前後に始まり、18、19 世紀にかけて

頂点に達し、人類の政治・経済・社会・文化

制度の全体にかかわる変革をもたらした。 

 その変革とは、(1)商品流通の飛躍的増加

と国家の財政規模の拡大、(2)商品品目の大

衆化と社会の世俗化、(3）消費が生産を決定

する社会から生産が消費を決定する社会へ

の転換、(4)生態環境に依拠した交易から生

態環境を超越する交易への転換であり、(5)

人間の行動の主体化（伝統にもとづく行動様

式から自発的な行動様式に転換）である。 

 要するに、地球に近代社会が形成される際

に、沿海地帯に接する都市網の形成は、決定

的な意味をもっていた。そして、農牧複合地

帯から沿海地帯への移行は、アフロ・ユーラ

シア大陸の全域で、ほぼ同時に進展した。 

 ここで重要な点は、環境問題や都市問題が

生まれ、その問題を認識する前提となる人間

の主体化の進展は、このような歴史の舞台の

転換に対応している点である。 

 要するに、現代の都市問題や環境問題は、

政治・経済・文化の全体が絡み合う人類史の

必然の結果であり、都市問題や環境問題の存

在しない時代に回帰することは、今や現実的

に不可能である。問題の顕在化しなかった

「良き時代」を懐古するのではなく、人類史

そのものが都市環境問題を生み出した事実

をふまえて、問題への対処法を総合的に探る

他ないのである。 

 以上の歴史解釈は、アフロ・ユーラシア大

陸の各地域の歴史が、同じ構造をもつことを

主張する。この見方にたてば、従来の一つの

地域を絶対視しがちな見方、たとえば、西欧

史や中国史に収斂される世界史観や、農業地

域と遊牧地域、陸の歴史と海域の歴史等の二

項対立を強調する歴史観を相対化すること

ができる。そして、各地域を平等に比較して

関係づけることで、人類史の叙述が可能とな

るのである。 

 このように、世界が共通して直面する現実

に立脚して世界の成り立ちを分析すること

で、国境を超えた人類共通の歴史認識の構築

が可能となる。同時に、都市と環境の歴史学

は、われわれに、自分の暮らす地域の特色と

意義を再認識させ、人類の一員であることを

共通に自覚させるのである。 

 この意味において、都市と環境の歴史を鍵

概念とする本研究は、21 世紀の地球に求めら

れる歴史学の構築をめざしたものであり、今

後の歴史学の一つの指針をしめすものとい

えよう。 
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